
家庭数配付 

   

 

   

 

 

学校だより１月号で、１２月に各学級で実施した交通安全教室の取組みについて紹介しま

した。子どもたちには、交通事故に巻き込まれないよう、横断歩道では左右の安全を確認し

てから渡ることや信号を守ること等、自分でできることを考えて行動してほしいと思います。 

右の写真は、東泉丘小学校前の交差点の信号です。

「歩車分離式」と表示されていて、車が通る時間と歩

行者が通る時間を分けているため、歩行者が曲がって

くる車に巻き込まれる事故を防ぐことができます。こ

こで、自転車で歩車分離式の信号がある交差点を渡る

ときのルールについて改めて確認したいと思います。

自転車は車ですので、自転車に乗ったまま渡る場合は、

歩行者の信号が青のときではなく、車の信号が青のと

きに渡るのが基本ルールです。ただし、小学生は、歩行者にぶつかったりしないように注意

しながら歩道を自転車で走行することができるので、自転車で歩車分離式の信号がある交差

点を渡るときも、歩行者の信号が青のときに渡ることができます。ちなみに、斜めに横断歩

道がついているスクランブル交差点は斜めに渡ることができますが、東泉丘小学校前の交差

点は斜めの横断歩道がついていないので、斜め横断はできません。 

５月頃から、学校のすぐ近くでマンションの建設工事が始まり、トラック等の往来が増え

ます。交通事故に一層の注意が必要になると考えています。ルールをしっかり守ることで、

自分の身を自分で守ることができる子どもに育ってほしいと思っています。ご家庭でも、お

子様と交通安全について話をしてください。 

 

 

１月１５日（土）１６日（日）に大学入学共通テストが行われました。国語の問題を見て

みると、第１問の問６で「Ｍさんは授業で【文章１】と【文章２】を読んで「食べる」こと

について自分の考えを整理するため、次のような【メモ】を作成した。」第２問の問５では、

「Ｎさんは、・・・まず、国語辞典で「案山子」を調べたところ季語であることが分かった。

そこでさらに、歳時記から「案山子」と「雀」が詠まれた俳句を探し、これらの内容を【ノ

ート】に整理した。」のように、１つの文章から出題されるのではなく、複数の資料を比較

したり関連づけたりしながら考える問題が出されています。また、第３問の問４では、授業

で【文章１】【文章２】を読んだ後の教師と生徒の「話し合いの様子」から出題されていま

す。こういった傾向は、６年生が取り組んだ全国学力・学習状況調査でも同様です。小学校

での学びが、大学入試までつながっていることが感じられます。 
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１月１７日（月）に、本校を会場として校区の幼保小連絡会を行いました。この連絡会は、

幼保小の連携を目的として、東泉丘小、東豊中小学校、東豊台小学校の 3小学校と、8つの

園で構成されています。平成 30年度からは、「自分で考えて行動する子どもを育てる」をテ

ーマに取組みの交流等を行っています。 

今年度は、家庭とともに自分で考える子どもを育てるような関わり方について、大阪総合

保育大学の大方美香学長先生から講義をいただきました。生活が便利になったこと、人との

関わりが減ったこと等によって、子どもが「これは何だ？」「なぜだろう？」等と自分で考

える場面が減ったことや、生活や遊びの中での学びの大切さについて話をしていただきまし

た。例えば、「はんぶん」や「～ずつ」といった言葉を、字として読めるし書けるけれども、

実際の生活と結びついていないために意味を十分理解していないことがあるそうです。また、

積み木を積む、崩れる、また積む、といったことを楽しみながら繰り返しているうちに、あ

きらめない子どもが育つ、といったお話もありました。 

忙しく、余裕がない時が多いかもしれませんが、子どもが考える時間を作って大人も一緒

に考え、子どものがんばりを認め励まし、できたときには一緒に喜ぶ、といった関わり方を、

ご家庭でも心がけていただければと思います。 

 

 

１月２６日（水）の５時間目に、３年３組で校内研究授業を行いました。国語の物語教材

「ゆうすげ村の小さな旅館」を扱った授業でした。旅館を手伝いに来てくれた美月さんの正

体がうさぎであることが分かる「しかけ」が、物語のあちこちにあります。その「しかけ」

を見つけて、話し合いました。まず自分１人で考え、それから３人で考えを交流して、最後

に全体で交流する、という流れで授業は進みました。 

授業後の全体研修会では、教職員から「３人で話し合うときに、子どもたちが生き生きと

した笑顔になり安心して活動していた。」「前の時間に、ゆうすげ村の地図等、絵を書く学習

があったので子どもたちがイメージを持ちやすかった。」といった感想が出されていました。 

 

 

・本日配付したお知らせにて、２月１日（火）及び４日（金）に予定していた参観等につい

て大阪府にまん延防止等重点措置が適用されたことをふまえ中止することをお知らせして

います。お家の人に見に来てもらうことを楽しみにしていた子どもたち、子どもたちの成長

の様子を実際に見ることを楽しみにしていた保護者の皆様には大変申し訳なく感じていま

す。ご理解くださいますようお願いいたします。 

・ＡＥＴとして担任と外国語の授業をしていた〇〇先生が昨年末に会社を退職したことに伴

って、新しいＡＥＴの先生が１月１２日（水）から勤務しています。名前は〇〇先生です。 
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